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今年 1月に 2社が合併をし，社員それぞれ期待
と不安があり，どちらかと言うと合併は不安の方
が大きかったように思われます．通常，一旦会社
に入社してしまうと会社生活では大きな変化は
殆どありません．今回合併のおかげで周りの環境
も変わり，自分自身が変化せずにはいられない状
況になったのです．こんなチャンスは滅多にあり
ません．ジェイテクトがどのような会社になるか
は自分自身がどのような自分になるかにかかっ
ています．みなさんにとって今年がジェイテクト
元年にふさわしい年になるように自分自身の意
識を高め磨いていきましょう． （小林）

合併して 3ヶ月が経ち，ようやく電話で会社名
を自然と言えるようになってきました．初めの頃
は，電話が鳴るとまず，‘はい，JTEKTです’と
心の中で一度練習して，電話に出るようにしてい
ました．この時のドキドキ感が，新入社員の頃
を懐かしく感じさせ，40 歳の私には少々心地よ
く感じるところもありました．仕事においても，
新しいルールや新しいメンバー，新しい環境と，
同じ内容のことでも，気分を新たに取り組めて
いるのではないかと思います．技報に携わって 2
年程が経ちますが，今回の変化を力にして，良い
意味での緊張感を大事にし，良いものを作ってい
けたらと思っています． （榎）

4月より編集委員を担当させて頂く事になりま
した．編集委員のお話を頂いた時，技報が電子ジ
ャーナル化されてから読む機会がめっきり減っ
たことに気づきました．そう感じる人は少なくな
いと思います．今後は編集する立場となりました
ので，多くの人に関心を持って頂けるような技報
づくりに貢献したいと思います．特に私の所属す
るメカトロ技術部の製品について技報を通して
紹介できるよう努めて参りたいと思います．

（坪井）

創刊号を発行するにあたり，編集委員ならび
に関係者各位のご協力により，昨年の 8月より企
画立案に取り掛かり，発行の準備を進めてきまし
た．
今回，巻頭言を𠮷田社長，各事業の展望を，各
事業本部長にそれぞれご執筆頂き，お客様をはじ
め読者の皆様に大変充実した内容をお届けでき
るのではと自負しております．
さて，今号は，表紙に関しましては，新生
JTEKTに相応しいデザインとし，また，文字も
読みやすさの観点より，ゴシック体を採用致しま
した．今後も常に，改善を進めていきたいと考え
ておりますので，皆様の叱咤激励のほど宜しくお
願いいたします． （事務局　蔵留）

編集後記

Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Takton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．

表紙説明

表紙デザインの 2つの円が意味するものは，「光洋精工」と「豊田工機」を表してお
り，その 2つの円が重なって新生「JTEKT」の新しいロゴを形成しています．また，2
つの円はコーポレートメッセージである「Value」と「Technology」も意味しています．
さらにキーカラーとなる，「アースブルー」は地球を表しており，環境配慮に貢献す

る企業であることと，日本から世界へ「モノづくり革新する技術力」を発信する企業で

あるという意味が込められています．
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